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【共通問題】 
 
 以下の問題に答えなさい。解答は解答用紙１から３に記入しなさい。 
 
問１ フィジカルアセスメントについて下記の問いに答えなさい。 
 １）フィジカルアセスメントの意味について述べなさい。 
 ２）４つの基本技術を挙げ、 それぞれの目的を述べなさい。 
 
 
問２ 看護実践において生活の場や健康レベルを問わず行われるチームアプローチの 

目的とその機能について４点述べなさい。 
 

 
問３ 21 世紀における第２次国民健康づくり運動（健康日本 21（第２次））において、

国民の健康の増進に関する基本的な方向について述べなさい。 
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【領域問題（看護教育学領域）】 

 

 以下の問題のうち、１題を選択し、解答は解答用紙４に記入しなさい。 

 

問１ 看護学生や後輩看護師などを対象として指導する際の留意点を２つ述べなさい。 

 

 

問２ 次の文章を読み、看護学実習の授業としての特徴を２つ述べなさい。 

看護学実習とは、学生が既習の知識・技術を基にクライエントと相互行為を展開し、

看護目標達成に向かいつつ、そこに生じた現象を教材として、看護実践能力を習得する

という学習目標達成を目ざす授業である。 

（出典：杉森みど里,舟島なをみ：看護教育学 第５版, 医学書院, 254,2012.） 

 
問題文は下記の出典より抜粋した。 



注 意 事 項 （専門科目試験）

１ 専門科目の試験時間は、9時20分～10時20分です。

２ 試験問題用紙の表紙が願書提出時の選抜区分（「社会人特別選抜」）及び専攻領域

（「看護教育学領域」）であることを確認してください。

３ 問題用紙は２枚、解答用紙は４枚です。

４ 共通問題については、すべての問題に解答してください。

５ 領域問題については、専攻領域は「看護教育学領域」であることを確認し、解答し

てください。

６ すべての解答用紙の所定の欄に、必ず受験番号・氏名を記入してください。

７ 解答は、すべて解答用紙に記入してください。ただし、※印欄には記入しないてく

ださい。

８ 問題用紙・解答用紙に不鮮明な部分や汚れなどがある場合は、声を出さずに手を挙

げてください。

９ 試験中に質問や用便等の用件がある場合も、声を出さずに手を挙げて、監督員の指

示に従ってください。

10 試験開始後、30分間は途中退場を認めません。30分経過後、途中退場する場合は、

監督員の指示に従い、解答用紙を監督員に提出したのち退場してください。

11 問題用紙・解答用紙を持ち帰ることはできません。

12 不正行為や、他の受験生に迷惑となる行為をした場合は、退場させることがありま

す。


